
 

 

 

 

2025（令和 7）年度 

事業所評価結果 
l 保護者等からの事業所評価の集計結果 

（児童発達支援／放課後等デイサービス） 

l 事業所における自己評価結果 

（児童発達支援／放課後等デイサービス） 

l 事業所における自己評価総括表 

（児童発達支援／放課後等デイサービス） 

 

 
2026(令和 8)年 2 月 26 日 

 

 

一般社団法人  虹 色 

こどもデイサービス夢色  大在事業所 

 

 



利⽤児童数 0

公表⽇ 令和8年2⽉26⽇ 回収数 0

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思います
か。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等
への配慮が適切になされていると思いますか。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀援が受け
られていると思いますか。 

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と合ってい
ると思いますか 。

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、児童発達⽀援計画（個別⽀援計画）が作成されていると思いますか。

8

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達⽀援の提供すべ
き⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこ
どもの⽀援に必要な項⽬が適切に選択され、その上で、具体的な⽀援内容が設定
されていると思いますか。

9 児童発達⽀援計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いますか。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと活動す
る機会がありますか。

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧
な説明がありましたか。

13 「児童発達⽀援計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされましたか。

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や
家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われていますか。

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について
共通理解ができていると思いますか。

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。

18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交流の機会
が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が設けられるなど、きょうだ
いへの⽀援がされていますか。

19
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されているととも
に、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、
相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いま
すか。

【公表】保護者等からの事業所評価の集計結果（児童発達⽀援）
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チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情
報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています
か。

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、
発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が⾏
われていますか。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の
確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか 。

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発
⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか 。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。

その他のご意⾒
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等
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こどもデイサービス夢⾊ ⼤在事業所 公表⽇ 令和8年2⽉26⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

5

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になってい
るか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフ
リー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5
⽞関やトイレに段差はなく、トイレも多⽬的
⽤を設置している。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

5

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認め
られる環境になっているか 。

2 3
構造上、個室はないが、⼗分な広さがあるの
で、個別課題を実施する際には空間を分ける
などの配慮が可能である。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(⽬標設定と振り返り)
に、広く職員が参画しているか。

5

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設
けており、その内容を業務改善につなげているか。

5
保護者向け評価表を使⽤し、紙⾯だけでな
く、スマホ等からWeb上でも回答できるよう
にしている。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善
につなげているか。 

5

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげてい
るか。

2 3

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等
で研修を開催する機会が確保されているか。

5
業務に差し⽀えない範囲で外部研修に参加す
るようにしており、オンライン研修にも参加
できるよう通信環境や機器を整えている。

すべての職員が参加する⽇程の確保が難しい
ことがあるので、講義動画を視聴することに
よるオンデマンド研修を徐々に取り⼊れてい
る。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか 。 5 ホームページで公開している。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達⽀援計画を
作成しているか。

5

13
児童発達⽀援計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だ
けでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

5

14
児童発達⽀援計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏わ
れているか。 

5

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォー
マルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマ
ルなアセスメントを使⽤する等により確認しているか。

5

16

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達
⽀援の提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏
⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい及び⽀援内容も踏ま
えながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、その上
で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

5

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 3 2
活動プログラムの⽴案はその⽇の担当者が個
別に⾏うが、⾏事等の⽴案はチームで⾏う。

ミーティング等で活動内容や実施⽅法等につ
いてフィードバックを⾏い、次回以降に活か
していく。

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 5
⼦どもの⼼⾝の状態や能⼒等に応じ、⽇々創
意⼯夫しながら、常に新しいプログラムを取
り⼊れる。

新しいプログラムの導⼊時には、職員間でシ
ミュレーションをしたりして、事前に⼯程や
難易度の確認を⾏う。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて
児童発達⽀援計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

5

コミュニケーションや社会性に関する課題に
ついては集団活動や⾃由遊びで、⽇常⽣活等
に関する課題については個別に対応するよう
計画を作成する。
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【公表】事業所における⾃⼰評価結果（児童発達⽀援）



チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援
の内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏っ
ているか。

5
始業ミーティングを必ず⾏い、その⽇の利⽤
予定者、前⽇からの申し送り、業務分担等を
確認する。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀
援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

5
終業ミーティングを必ず⾏い、その⽇の利⽤
者の様⼦等を共有し、課題等があれば検討す
る。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善
につなげているか。

5
記録漏れや記載ミス等がないよう、記録者と
は別の者が⼆重チェックを⾏う。

23
定期的にモニタリングを⾏い、児童発達⽀援計画の⾒直しの必要
性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

5
モニタリング時期に過去の記録からトピック
を拾い上げ、計画の⾒直しに反映させる。

24
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

5
原則として児童発達⽀援管理責任者が参画す
る。

やむを得ず誰も参画できない場合は、児童発
達⽀援管理責任者が⼦どもの状況や課題を記
載した書⾯を作成し、相談⽀援事業所に提供
する。

25
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えている
か。

5

26

併⾏利⽤や移⾏に向けた⽀援を⾏うなど、インクルージョン推進
の観点から⽀援を⾏っているか。また、その際、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、特別⽀援学校(幼稚部)等との間で、⽀援内容等
の情報共有と相互理解を図っているか。

5

27
就学時の移⾏の際には、⼩学校や特別⽀援学校(⼩学部)との間
で、⽀援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

5
必要に応じて情報共有を図るとともに、移⾏
⽀援会議が開催される場合にはできるだけ参
加する。

（28〜30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達⽀援センターや障害児通所⽀援事業所等と連
携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を⾏っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専⾨家や専⾨機関等から助⾔を受
けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(⾃⽴⽀援)協議会こども部会や地域の⼦ども・⼦育て会議等へ積
極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助⾔等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこ
どもと活動する機会があるか。

5

33
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況
や課題について共通理解を持っているか。

5
送迎時のコミュニケーションやLINE等を使⽤
して、こどもの⽇頃の状況を共有し、共通り
会を深めていく。

34
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プロ
グラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修
の機会や情報提供等を⾏っているか。

2 3
保護者に対する特別な⽀援（プログラム）は
実施していないが、必要に応じて助⾔等を⾏
う。

35
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

5 利⽤契約時及び利⽤料変更時等に説明する。

36
児童発達⽀援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか 。

5

37
「児童発達⽀援計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護
者から児童発達⽀援計画の同意を得ているか。

5

38
定期的に、家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

5

家族等が仕事や家事等が落ち着いたあとでも
相談等ができるよう公式LINEアカウントの
チャット機能を使って対応できるようにして
いる。

39

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。
また、きょうだい同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしてい
るか。

5
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31 3 2
法⼈内に医療・福祉・教育等の多領域の専⾨
職がいるので、必要に応じて助⾔や指導を受
ける。

28



チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

40
こどもや保護者からの相談や申⼊れについて、対応の体制を整備
するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申⼊れがあった
場合に迅速かつ適切に対応しているか。

5

利⽤契約時に相談や申し⼊れに対する体制に
ついて説明している。相談等があった場合に
は、迅速かつ適切に対応するよう⼼がけてい
る。

41
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することに
より、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者
に対して発信しているか。

5
公式LINEアカウントのメッセージ配信機能を
使⽤し、種々のお知らせ等の情報発信を適時
適切に⾏う。

42 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 5

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配
慮をしているか。

5

こどもや保護者によっては、意思疎通しやす
い職員が対応するなどの配慮を⾏う。仕事等
で⽇中に会う機会の少ない保護者とは、メー
ル・LINE等で情報を共有する。

44
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営
を図っているか。

5

45
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと
もに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

3 2
各種マニュアルを職員には事業所内掲⽰等で
周知しているが、保護者には⼗分な周知がで
きていない。

各種マニュアルを電⼦化し、Web上で閲覧で
きるようにする。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

5

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認
しているか。

5

利⽤契約時に問診するとともに「成育状況調
査票」に記載してもらう。定期受診・服薬の
あるこどもについては、その都度、内容を確
認する。

48
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対
応がされているか。

5
必要に応じて、保護者を通じて情報をもら
う。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な
措置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われている
か。

5

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安
全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

5

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策につい
て検討をしているか。

5

52
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応
をしているか。

5
⼈数制限により外部研修に参加できない場合
には、法⼈内参加者からの伝達講習や動画視
聴によるオンデマンド受講等の対応をとる。

53
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的
に決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上
で、児童発達⽀援計画に記載しているか。

5
常時の⾝体拘束が必要となるようなこどもが
いる場合、⾝体拘束マニュアルにしたがって
対応することを基本としている。

保
護
者
へ
の
説
明
等

⾮
常
時
等
の
対
応



〜 令和8年2⽉7⽇

対象者数 0 回答者数 0

〜 令和8年2⽉7⽇

対象者数 5 回答者数 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

⽇常の活動や遊びに般化させるために、集団のなかで
も取り⼊れることができる応⽤プログラムを⽴案、実
施する。

2

⽇頃の活動や遊び等の準備や後⽚付けなどの作業を作
業として位置付け、個々の能⼒等に応じた実践ができ
るような⽀援プログラムを⽴案する。

3

育児や発達⽀援、その他、保護者に有益な情報を適宜
発信する。
各種マニュアル（事故防⽌・災害時等）を電⼦化し、
保護者がいつでもWeb上で閲覧できる仕組みを構築す
る。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

利⽤定員に対し、活動スペースは⼗分に確保されてい
るため、パーテーションやテーブル等の配置の⼯夫に
より、視覚的・物理的に区切られた空間を確保するな
ど、環境調整を強化する。

2

ミーティング等において活動内容の振り返りや事前検
討の機会を意識的に設け、チームとしての共通理解を
深める。活動アイデアや実践例を蓄積・共有する仕組
みを整備し、属⼈的にならない体制づくりを進める。

3

各種マニュアルを電⼦化し、ホームページ等で閲覧可
能な状態に整備する。また、公式LINEアカウントの⼀
⻫配信等を活⽤して、安全対策の具体的内容や訓練実
施状況を定期的に発信することで、保護者の理解と安
⼼感の向上につなげていく。

【公表】事業所における⾃⼰評価総括表（児童発達⽀援）

○ 事業所名 こどもデイサービス夢⾊ ⼤在事業所

○ 保護者評価実施期間 令和8年1⽉23⽇

ICTを活⽤したタイムリーな情報提供と多⾓的な保護者
⽀援

○ 保護者評価有効回答数

令和8年1⽉23⽇

○ 従業者評価有効回答数

○ 事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年2⽉25⽇

Googleフォームを使⽤し、毎⽉のサービス利⽤申込み
や保護者評価のWeb回答に対応している。
公式LINEアカウントを活⽤し、事業所内外の感染症発
⽣情報や、災害・荒天時の営業可否等の情報を速やかに
発信している。また、個別チャット機能を使⽤し、休
⽇・夜間を問わず、保護者からの連絡・相談等を受け付
けている。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○ 従業者評価実施期間

運動や知能の発達途上である幼児に対する、⽇常⽣活動
作等を遂⾏する上で必要な感覚・認知・運動⾯の発達を
促す専⾨的な関わり

⽇常⽣活動作等を⾏う際の困難さの要因を感覚・認知・
運動といった要素から分析、特定し、それぞれの課題に
応じた⽀援プログラムを⽴案、実施する。

地域で⽣活するこどもと家族の多様なニーズに柔軟に対
応する体制と、就学を⾒据えた社会性を育む関わり

特定の⽀援⽅法に偏らず、あくまで利⽤者ニーズに沿っ
た⽀援を⾏うよう⼼がけている。
現時点で抱えている課題だけでなく、学校⽣活において
必要となるスキルの獲得に重点を置いている。

事故防⽌、緊急時対応、防犯、感染症対応等の各種マ
ニュアルは策定されているが、保護者への⼗分な周知が
できていない。

マニュアルは主として職員向けに整備・掲⽰されてお
り、保護者へは利⽤契約時の説明にとどまっているた
め、継続的・具体的な情報提供の機会が不⾜しているこ
とが要因と考えられる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

注意の転導性が著しいこどもが学習等の個別課題に取り
組むときや、情緒不安定時にクールダウンするときに使
⽤できる、外部刺激を遮断できる専⽤スペースが確保で
きない。

事業所の構造上の制約により独⽴した個室を確保できて
いないことが主な要因である。

集団活動のプログラムについては、その⽇の担当者が個
別に⽴案することとしており、チームとしての体系的な
⽴案体制が⼗分とはいえない。

その⽇に利⽤するこどもの⼈数や能⼒等に応じて活動プ
ログラムを⽴案、実施しようとすると、柔軟に対応せざ
るを得ない現状がある。



利⽤児童数 14

公表⽇ 令和8年2⽉26⽇ 回収数 8

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。 6 1 0 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 4 1 0 3

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思います
か。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等
への配慮が適切になされていると思いますか。

5 2 0 1

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

5 1 0 2
帰ってくると、⾜の裏が真っ⿊です。み
んなで雑⼱掛け競争などで楽しく掃除を
するといいですね。

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀援が受け
られていると思いますか。 

6 0 0 2

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と合ってい
ると思いますか 。

5 0 0 3

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成されていると思いま
すか。

7 0 0 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後
等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援
 」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、その上
で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いますか。

5 0 0 3

9 放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。 5 0 0 3

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いますか。 3 2 0 3

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があり
ますか。

1 0 3 4

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧
な説明がありましたか。

8 0 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされました
か。

6 0 0 2

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や
家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われていますか。

2 0 0 6

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について
共通理解ができていると思いますか。

8 0 0 0

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。 5 3 0 0
先⽣が変わって間もないので、コミュニ
ケーションはまだ⾜りてない。

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。 6 0 0 2

18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交流の機会
が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が設けられるなど、きょうだ
いへの⽀援がされていますか。

1 1 3 3

19
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されているととも
に、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、
相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

6 1 0 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いま
すか。

7 1 0 0

【公表】保護者等からの事業所評価の集計結果（放課後等デイサービス）

事業所名 こどもデイサービス夢⾊ ⼤在事業所

毎⽇、こどもたちが帰ったあとに清掃し
ています。みんなで雑⼱がけする等の⼯
夫もしてみたいと思います。

ご意⾒を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
⽀
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

LINE公式アカウントのチャット機能を活
⽤するなどして、コミュニケーションを
図っていきたいと思います。



チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情
報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています
か。

4 0 0 4

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 7 0 0 1

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、
発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

4 0 0 4

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が⾏
われていますか。

3 1 0 4

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の
確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか 。

3 0 0 5

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発
⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。

4 0 0 4

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか。 5 0 0 3

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 3 4 0 1

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。 7 1 0 0

その他のご意⾒

いつもありがとうございます。

⾮
常
時
等
の
対
応

満
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度
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へ
の
説
明
等



こどもデイサービス夢⾊ ⼤在事業所
公表⽇ 令和8年2⽉26⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5

2 利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 5

送迎時間帯等は少⼈数で対応するため、常にこど
もから⽬を離さないようにしている。職員の急な
⽋勤については、法⼈内で調整するようにしてい
る。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。ま
た、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達
等、環境上の配慮が適切になされているか。

5
⽞関やトイレに段差はなく、トイレも多⽬的⽤を
設置している。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。また、こど
も達の活動に合わせた空間となっているか。

5

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認められる環
境になっているか。 

2 3
構造上、個室はないが、⼗分な広さがあるので、
個別課題を実施する際には空間を分けるなどの配
慮をしている。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）に、広く
職員が参画しているか。

5

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けてお
り、その内容を業務改善につなげているか。

5
保護者向け評価表を使⽤し、紙⾯だけでなく、ス
マホ等からWeb上でも回答できるようにして、保
護者の意向等を把握している。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげ
ているか。

5

9 第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげているか。 2 3

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で研修を
開催する機会が確保されているか。

5
業務に差し⽀えない範囲で外部研修に参加するよ
うにしており、オンライン研修にも参加できるよ
う通信環境や機器を整えている。

すべての職員が参加する⽇程の確保が難しいこと
があるので、講義動画を視聴することによるオン
デマンド研修を徐々に取り⼊れている。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 5 ホームページで公開している。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成して
いるか。

5

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だ
けでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の
利益を考慮した検討が⾏われているか。 

5

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏わ
れているか 。

5

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマルなア
セスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルなアセスメント
を使⽤する等により確認しているか。

5

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい及び⽀援内容も
踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、その上で、
具体的な⽀援内容が設定されているか。

5

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 3 2
活動プログラムの⽴案はその⽇の担当者が個別に
⾏っているが、⾏事等の⽴案はチームで⾏ってい
る。

ミーティング等で活動内容や実施⽅法等について
フィードバックを⾏い、次回以降に活かしてい
く。

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 5
⼦どもの⼼⾝の状態や能⼒等に応じ、⽇々創意⼯
夫しながら、常に新しいプログラムを取り⼊れて
いる。

新しいプログラムの導⼊時には、職員間でシミュ
レーションをしたりして、事前に⼯程や難易度の
確認を⾏う。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等
デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

5

コミュニケーションや社会性に関する課題につい
ては集団活動や⾃由遊びで、⽇常⽣活や学習等に
関する課題については個別に対応するよう計画を
作成している。

【公表】事業所における⾃⼰評価結果（放課後等デイサービス）

事業所名
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チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の内容や
役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏っているか。

5
始業ミーティングを必ず⾏い、その⽇の利⽤予定
者、前⽇からの申し送り、業務分担等を確認する
ようにしている。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援の振り
返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

5
終業ミーティングを必ず⾏い、その⽇の利⽤者の
様⼦等を共有し、課題等があれば検討するように
している。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善につなげ
ているか。

5
記録漏れや記載ミス等がないよう、記録者とは別
の者が⼆重チェックをするようにしている。

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直しの必要
性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

5
モニタリング時期に過去の記録からトピックを拾
い上げ、計画の⾒直しに反映させている。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わ
せて⽀援を⾏っているか。

5

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決定をす
る⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。

5
こどもがルールや条件などを選択できるような活
動を実施したり、宿題をするタイミングを決定さ
せるなどしている。

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、その
こどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

5
原則として児童発達⽀援管理責任者が参画するよ
うにしている。

やむを得ず誰も参画できない場合は、児童発達⽀
援管理責任者が⼦どもの状況や課題を記載した書
⾯を作成し、相談⽀援事業所に提供している。

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

5
こどもが通う学校とは、送迎時や保護者を通じて
連携するようにしている。

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時刻の確
認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）を適切に⾏っ
ているか。

5

学校のホームページや「すぐ〜る」などの専⽤ア
プリ、また、こどもが週末に学校から持ち帰るプ
リント等により学校⾏事や下校時刻を確認するよ
うにしている。

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀援事業
所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

5
必要に応じて情報共有を図るとともに、移⾏⽀援
会議が開催される場合にはできるだけ参加するよ
うにしている。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移
⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等しているか。

5
必要に応じて情報共有を図るとともに、移⾏⽀援
会議が開催される場合にはできるだけ参加するよ
うにしている。

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバ
イズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。

3 2
法⼈内に医療・福祉・教育等の多領域の専⾨職が
いるので、必要に応じて助⾔や指導を受けてい
る。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
があるか。

5

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 2 3
案内があれば、研修会等には参加するようにして
いる。

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題に
ついて共通理解を持っているか。

5
送迎時のコミュニケーションやLINE等を使⽤し
て、こどもの⽇頃の状況を共有し、共通り会を深
めるようにしている。

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログラム
（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報
提供等を⾏っているか。 

2 3
保護者に対する特別な⽀援（プログラム）は実施
していないが、必要に応じて助⾔等は⾏ってい
る。

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を⾏ってい
るか。

5 利⽤契約時及び利⽤料変更時等に説明している。

37
放課後等デイサービス計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意
向を確認する機会を設けているか。 

5

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護
者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

5

39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必要な助
⾔と⽀援を⾏っているか。

5
家族等が仕事や家事等が落ち着いたあとでも相談
等ができるよう公式LINEアカウントのチャット機
能を使って対応している。

40
⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等により、保護
者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。また、きょうだい
同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしているか。

5

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こ
どもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

5

苦情受付体制については、利⽤契約時に重要事項
説明書において説明している。苦情等があった場
合には、事実関係の確認を⾏ったうえで適切に対
応している。
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チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することにより、
活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し
ているか。

5
公式LINEアカウントのメッセージ配信機能を使⽤
し、種々のお知らせ等の情報発信をタイムリーに
⾏うようにしている。

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 5

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をして
いるか。

5

こどもや保護者によっては、意思疎通しやすい職
員が対応するなどの配慮をしている。仕事等で⽇
中に会う機会の少ない保護者とは、メール・LINE
等で情報を共有している。

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を図って
いるか。

5

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発⽣を想定
した訓練を実施しているか。

3 2
各種マニュアルを職員には事業所内掲⽰等で周知
しているが、保護者には⼗分な周知ができていな
い。

各種マニュアルを電⼦化し、Web上で閲覧できる
ようにする。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備え、定期
的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

5

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している
か。

5

利⽤契約時に問診するとともに「成育状況調査
票」に記載してもらうようにしている。定期受
診・服薬のあるこどもについては、その都度、内
容を確認している。

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応がされ
ているか。

5
必要に応じて、保護者を通じて情報をもらうよう
にしている。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講
じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

5

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に
基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

5

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について検討を
しているか。

5

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしてい
るか。

5
⼈数制限により外部研修に参加できない場合に
は、法⼈内参加者からの伝達講習や動画視聴によ
るオンデマンド受講等の対応をとる。

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に決定
し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放課後等デイ
サービス計画に記載しているか。

5
常時の⾝体拘束が必要となるようなこどもが現在
はいないが、⾝体拘束マニュアルにしたがって対
応することを基本としている。
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〜 令和8年2⽉7⽇

対象者数 14 回答者数 8

〜 令和8年2⽉7⽇

対象者数 5 回答者数 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

⽇頃の活動や遊び、学習等の準備や後⽚付け、必要な
物品の整理などの作業を擬似的な仕事（役割）として
位置付け、⾃⼰の能⼒等に応じた実践ができるような
⽀援プログラムを⽴案する。

2

やりたいことだけでなく、活動の順序や休憩の取り⽅
など、その⽇の⼼⾝の状態等から根拠のある⾃⼰選
択・⾃⼰決定ができるよう視覚的ツールなどを使⽤し
て促していく。
⾃⼰決定の質を⾼めていくには振り返りの作業が必要
なので、⾃⼰決定の結果を⾃分で評価する機会を設け
るなどの⼯夫を⾏う。

3

育児や発達⽀援、その他、保護者に有益な情報を適宜
発信する。
各種マニュアル（事故防⽌・災害時等）を電⼦化し、
保護者がいつでもWeb上で閲覧できる仕組みを構築す
る。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

利⽤定員に対し、活動スペースは⼗分に確保されてい
るため、パーテーションやテーブル等の配置の⼯夫に
より、視覚的・物理的に区切られた空間を確保するな
ど、環境調整を強化する。

2

ミーティング等において活動内容の振り返りや事前検
討の機会を意識的に設け、チームとしての共通理解を
深める。活動アイデアや実践例を蓄積・共有する仕組
みを整備し、属⼈的にならない体制づくりを進める。

3

各種マニュアルを電⼦化し、ホームページ等で閲覧可
能な状態に整備する。また、公式LINEアカウントの⼀
⻫配信等を活⽤して、安全対策の具体的内容や訓練実
施状況を定期的に発信することで、保護者の理解と安
⼼感の向上につなげていく。

【公表】事業所における⾃⼰評価総括表（放課後等デイサービス）

○ 事業所名 こどもデイサービス夢⾊ ⼤在事業所

○ 保護者評価実施期間 令和8年1⽉23⽇

ICTを活⽤したタイムリーな情報提供と多⾓的な保護者
⽀援

○ 保護者評価有効回答数

令和8年1⽉23⽇

○ 従業者評価有効回答数

○ 事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年2⽉25⽇

Googleフォームを使⽤し、毎⽉のサービス利⽤申込み
や保護者評価のWeb回答に対応している。
公式LINEアカウントを活⽤し、事業所内外の感染症発
⽣情報や、災害・荒天時の営業可否等の情報を速やかに
発信している。また、個別チャット機能を使⽤し、休
⽇・夜間を問わず、保護者からの連絡・相談等を受け付
けている。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○ 従業者評価実施期間

地域で⽣活するこどもと家族の多様なニーズに柔軟に対
応する体制と、こどもの将来を⾒据えた社会性を育む関
わり

特定の⽀援⽅法に偏らず、あくまで利⽤者ニーズに沿っ
た⽀援を⾏うよう⼼がけている。
現時点で抱えている課題だけでなく、将来において必要
となるスキルの獲得に重点を置いている。

本⼈主体のスケジュール設定と⾃⼰決定⽀援 宿題等の個別課題に取り組む時間等のスケジュール設定
や、事業所内での⾏動の選択肢の提供により、こども⾃
らが⾃⼰選択・⾃⼰決定ができるような場⾯設定を随時
⾏っている。

事故防⽌、緊急時対応、防犯、感染症対応等の各種マ
ニュアルは策定されているが、保護者への⼗分な周知が
できていない。

マニュアルは主として職員向けに整備・掲⽰されてお
り、保護者へは利⽤契約時の説明にとどまっているた
め、継続的・具体的な情報提供の機会が不⾜しているこ
とが要因と考えられる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

注意の転導性が著しいこどもが学習等の個別課題に取り
組むときや、情緒不安定時にクールダウンするときに使
⽤できる、外部刺激を遮断できる専⽤スペースが確保で
きない。

事業所の構造上の制約により独⽴した個室を確保できて
いないことが主な要因である。

⽇々の活動プログラムについては、その⽇の担当者が個
別に⽴案することが多く、チームとしての体系的な⽴案
体制が⼗分とはいえない。

家庭都合等による急な⽋席等が多く、その⽇に利⽤する
こどもの⼈数や能⼒等に応じて活動プログラムを⽴案、
実施しようとすると、柔軟に対応せざるを得ない現状が
ある。


